























































































































































































































































































































































































































































































































































記述数 割合（％） 記述数 割合（％）
子どもとのかかわり 113 50 80 37
保護者とのかかわり 20 9 38 18
子どもと保護者に共通する関
わり
86 38 93 43
保育の表現に関する技術 8 4 6 3






















































































表 3　前期 : かかわりの実態
番号 遊び 人数 どのようにかかわったか 人数
１ ボール 38 身体に触れて ３
２ おままごと 25 挨拶→名前→その子のやりたい遊び ３
３ すべり台 23 笑顔で ３
４ ボールプール 18 目を合わせて ２
５ 絵本 13 おもちゃをやり取りして ２
６ おもちゃ 11 ほめてあげると嬉しそう ２
７ 電車 10 ボールをパウンドさせて ２
８ 音の出るおもちゃ ９ 新幹線をレールの上で動かして ２
９ ふれあい遊び ９ 興味を引こうとかかわった ２
10 足漕ぎ乗り物 ８ クレヨンロに入れないよう見守った １
11 車 ８ 一緒にかたづけして １
12 お絵かき ７ たかいたかいをした １
13 積木 ７ 喃語で会話 １
14 トランプリン ６ 程よい距離で １
15 パズル ６ 安心してもらえるように努力した １
16 手遊び ５ 乗物押して １
17 ミニカー ４ 相槌をうって １
18 アンパンマン ４ ポール遊びで手本を見せて １
19 いないいないばあ ２ トンネルくぐりで出口で来たね～ １
20 バランスボール ２ 保護者に気を使い遊べなかった １
21 人形 ２ 泣いちゃいそうで怖かった １
22 おいかけっこ １ ボールプールでかくれんぼのように １
23 お話 １ 人形が話すように裏声出したり １





番号 遊び 人数 どのようにかかわったか 人数
１ ボール 18 出来るだけ目線を合わせて ８
２ おままごと 13 これなんだろうと質問しながら ４
３ すべり台 ８ おもちゃをやりとりしながら ３
４ ボールプール ６ 子どもの興味のもったもので遊んで ３
５ 絵本 ３ 引っ張る遊びを一緒にしながら ３
６ おもちゃ ３ 果物パズルで名前をいいながら ３




９ ふれあい遊び ４ 子どもとお話しながら ３
10 足漕ぎ乗り物 ８ 車で競争したりして ２
11 車遊び ５ 歩行の補助 ２
12 お絵かき ３ 名前を呼んで何する？と尋ねながら ２
13 木のおもちゃ ４ 子どもが楽しそうの頁をめくる絵本
で
２
14 トランプリン ３ 自分が楽しそうにすると子どもも楽
しく
２
15 おいかけっこ遊び ２ ままごとで料理を食べる真似をしな
がら
１
16 手遊び ２ かかわり遊びをしながら １
17 ミニカー ４ 動くおもちゃを見せると喜ぶので １
18 パランスボール ３ 音楽で一緒に １
19 いないいないばあ ２ 今回は積極的に動けた １
20 お面作り １ 子どもがやりたい玩具でやり取りし
て
１
21 色探し遊び １ 危ない時には注意して １





























































































































































































The Uekusa Gakuen University Faculty of Child Development and Education consists of three courses.
These are Elementary School Education, Special Needs Education and Child Care.
We are teachers of the Child Care course, and were in charge of the first grade in 2015.
On this occasion, we carried out the students’ first practical training at a child care support center.
This study reports results and issues from this experience.
It was suggested that the students were able to get a sense of the special elements of being a daycare worker [when 
helping at a place where children and parents are together]
In the first year practical training for jobs which require helping others, it is an important thing to develop one’s 
sense of interaction by facingstraight at a person without feeling restricted by one’s role.
Lack of the experience-based time, a shortage of subsequent instruction or consistency, and imperfect curriculum 
were all raised as topics for future discussion.
Keywords: First year education, practical training, child care support center
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